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裏面につづく 

 

 

 

 

・地域協議の第１段階である地域ブロック協議会では、地域や保護者の代表者と統合の方

向性（統合の組合せ）を協議、決定することとしており、南部地域では、令和元年８月

から令和３年２月まで５回開催しています。 

・南部地域ブロック協議会では、検討のたたき台として「仁井田小」と「四ツ小屋小」、「牛

島小」と「上北手小」の組合せについて協議を進めておりましたが、その当時の推計か

らは児童数の顕著な減少が見られなかったため、協議会を一旦休止しました。 

・しかし、このところの児童数の減少が顕著になってきていることから、情報共有や意見

交換を行うため、協議会を再開しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１２月４日発行 秋田市教育委員会 
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※地域協議等で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 
【広報 ID：1021066】  

第６回南部地域ブロック協議会 [１１月７日（木）開催] 

＜議題＞

・南部地域における学校統合の方向性について 

 
＜協議の中で出された主な意見等＞

○地域としては、学校にそれぞれの思い入れがあるため、学校をなくさないでほしいとの

気持ちがある。 

○統合はやむを得ないと思うが、対話の機会を設けたり、アンケートを行うなど、保護者

の生の声を聞いたうえで、協議する時間を設けてほしい。 

○適正規模の教育環境では、子どもの人間関係を広げ経験を積むことや、選択肢を増やす

ことが期待できるため、児童数の将来推計を踏まえると統合を検討していく必要性も感

じる。 

  

第７回南部地域ブロック協議会         【令和７年７月以降】 

 

★ 今回の協議内容や教育委員会が示した児童生徒数の将来推計などの資料を踏まえ、各所属団

体で情報共有するとともに意見集約し、次回以降、引き続き協議する。 

今回の協議で確認した事項 
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牛島小学校 仁井田小学校 

四ツ小屋小学校 上北手小学校 

大住小学校 御所野小学校 

※社人研推計…国立社会保障・人口問題研究所（社人研）が国勢調査から算出した将来人口推計を基に、 

児童数を推計したもの 

※住基の推計…住民基本台帳の１～１２歳の人数と各校の在籍児童数を基に、児童数を推計したもの 

※実   績…各校における実際の児童数を実績として表したもの 

 

社人研

住基の推計

実績


